


２ つ の 再 配

B案
寒川小学校
旭小学校
小谷小学校
南小学校

寒川中学校

旭が丘中学校

〇一之宮小学校と南小学校を再編し、現在の南小学校へ配置

〇寒川中学校と寒川東中学校を再編し、現在の寒川中学校へ配置

小谷小学校

旭小学校

(仮称)サウスA小学校

(現 南小学校)

寒川小学校

(仮称)サウスB中学校

(現 寒川中学校)

旭が丘中学校

置 候 補 案

D案
寒川小学校
旭小学校
小谷小学校
南小学校

旭が丘中学校

寒川東中学校

小谷小学校

旭小学校

(仮称)サウスD中学校

(現 寒川東中学校)

(仮称)サウスC小学校

(現 南小学校)

寒川小学校

旭が丘中学校

〇一之宮小学校と南小学校を再編し、現在の南小学校へ配置

〇寒川中学校と寒川東中学校を再編し、現在の寒川東中学校へ配置

校地面積が
比較的広く、再配置
後の児童・生徒数の
増加等に対応できる

余地あり

南部地域において、
東西にバランスよく
学校を配置できる

未配置校のうち、
市街化区域にある

１校については、跡地
利用（敷地の売却）
による財源確保が

期待できる

小学校は、
低学年の通学に

かかる負担を考慮し、
南部地域の中心に近い

南小学校に配置

南部地域の東部に
2校が配置され、

東西間のバランスを
欠くことから、
何らかの対策が

必要

北部地域と
南部地域で施設

分離型の小中一貫校
導入をめざす

※本通信の第３号で紹介したA～Dの４案から、２案に絞り込みました。

一之宮小・南小の再編は2035年までに、寒川中・寒川東中の再編は2040年までに実施する予定です。

再編後の学校名は、改めて検討した上で決定されていく予定です。

未配置校の跡地利用
（敷地の売却）により、
児童・生徒数が想定以上に
増加する可能性がある

未配置校が市街化
区域内の２校となり、
跡地利用（敷地の売却）

による財源確保が
期待できる




